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寄
居
十
二
支
守
り
本
尊
ま
い
り

今
月
は
「
東
武
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
」
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
を
お
届
け
し
ま
す
。
12

月
８
日
㈯
に
開
催
を
予
定
し
て
い
る
「
寄
居
十
二
支
守
り
本
尊
ま
い
り
ハ
イ
キ

ン
グ
」
の
コ
ー
ス
や
見
ど
こ
ろ
を
ご
紹
介
。
事
前
に
コ
ー
ス
の
予
習
が
で
き
ま

す
よ
。
ハ
イ
キ
ン
グ
当
日
に
も
、
集
合
場
所
に
て
本
誌
を
ご
参
加
の
皆
様
に
お

配
り
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
今
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
さ
れ
な
く
て
も
、
お

好
き
な
時
に
散
策
い
た
だ
け
る
、長の

ど
か閑
で
見
ど
こ
ろ
た
く
さ
ん
の
コ
ー
ス
で
す
。

寄
居
（
よ
り
い
）
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寄
居
駅
は
、
東
武
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
が
始
ま
っ
た
昭
和

57
年
の
第
１
回
開
催
地
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。い
わ
ば
、「
東

武
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
発
祥
の
地
」。
秩
父
の
山
々
か
ら
水
を

集
め
て
下
っ
て
き
た
荒
川
の
谷
口
に
位
置
す
る
寄
居
は
景

勝
地
も
多
く
、
ま
た
「
人
が
寄
る
町
」
と
し
て
長
い
歴
史

を
も
つ
旧
跡
も
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
「
寄
居
十
二
支
守
り
本
尊
ま
い
り
」
は
、
全
国
で
も
珍
し

い
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
。
子
・
丑
・
寅
…
…
と
続
く
十
二

支
（
干え

支と

）
に
は
そ
れ
ぞ
れ
を
守
護
す
る
仏
が
定
ま
っ
て

お
り
、
自
分
の
干
支
の
守
り
本
尊
を
お
参
り
す
る
と
、
開

運
厄
除
、
諸
願
成
就
な
ど
の
ご
利
益
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
寄
居
の
十
二
支
守
り
本
尊
は
８
つ
の
寺
院
。
全

行
程
は
約
10
キ
ロ
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

で
は
、
東
武
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
に
出
発
で
す
！

　

ス
タ
ー
ト
地
点
は
、
寄
居
駅
北
口
。
こ
こ
で
10
〜
11
時

の
間
に
受
付
を
済
ま
せ
て
コ
ー
ス
地
図
を
も
ら
い
ま
す
。

向
か
う
は
、
戦
国
時
代
に
鉢
形
城
の
見
張
り
山
だ
っ
た
鐘か

ね

撞つ
き

堂ど
う

山や
ま

の
麓

ふ
も
と。

こ
の
山
裾
に
沿
っ
て
４
つ
の
寺
院
が
並
ん

で
い
ま
す
。
ま
ず
は
天て

ん

正し
ょ
う

寺じ

。
こ
こ
の
本
尊
は
虚こ

空く
う

蔵ぞ
う

菩

薩
で
、
丑
年
・
寅
年
の
人
を
守
護
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
長
閑
な
小
径
を
辿
っ
て
進
ん
で
い
き
ま
す
が
、

地
元
の
人
た
ち
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、
広
が
っ
て
歩

か
ず
に
左
側
通
行
で
歩
く
こ
と
が
マ
ナ
ー
。
ま
た
東
武
健

康
ハ
イ
キ
ン
グ
で
は
、
要
所
要
所
に
係
員
が
立
っ
て
誘
導

し
て
く
れ
る
の
で
安
心
で
す
。

　

コ
ー
ス
上
に
「
寄
居
農
産
物
直
売
所
」
を
発
見
。
地
元

の
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
の
ほ
か
、
寄
居
町
で
栽
培
さ
れ
た

エ
キ
ナ
セ
ア
を
独
自
製
法
で
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
に
し
た
、
話

題
の
「
花
精
活
性
茶
」
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

長の
ど

閑か

な
山
裾
に
点
在
す
る

古
刹
を
巡
る

10
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仁
王
像
が
睨
み
を
利
か
せ
る
山
門
の
正

し
ょ
う

龍り
ゅ
う

寺じ

（
辰
・
巳
）

か
ら
、
善
導
寺
（
藤
田
善
導
寺
／
子
）
へ
と
歩
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
十
二
支
守
り
本
尊
ま
い
り
で
は
、
自
分
の
干

支
の
御
朱
印
を
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
で
い
た
だ
け
ま
す
（
各

寺
３
０
０
円
）
が
、
後
に
巡
る
浄
心
寺
（
酉
）
は
無
住
な

の
で
、
酉
の
御
朱
印
は
こ
の
善
導
寺
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
同
寺
本
堂
の
格ご

う

天て
ん

井じ
ょ
うに
描
か
れ
た
狩
野
派
の
絵

師
に
よ
る
百
人
一
首
の
絵
と
歌
は
、
一
見
の
価
値
あ
り
。

　

次
は
少
林
寺
（
卯
）。
本
堂
裏
手
の
山
道
に
は
、
表
情

豊
か
な
五
百
羅
漢
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に

山
道
を
登
れ
ば
羅ら

漢か
ん

山や
ま

の
山
頂
ま
で
行
け
ま
す
が
、
足
場

が
悪
い
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
を
。

　

こ
こ
で
コ
ー
ス
は
、
山
裾
を
離
れ
、
市
街
地
に
向
か
い

ま
す
。
そ
の
途
中
に
は
、
寄
居
の
鎮
守
・
宗
像
神
社
が
あ

り
ま
す
。
氾
濫
し
た
荒
川
の
鎮
静
と
舟
運
の
安
全
を
祈
っ

た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

川
を
右
手
に
見
て
進
ん
で
行
く
と
、
や
が
て
玉
淀
河
原

が
見
え
て
き
ま
す
。
名
前
の
通
り
、
玉
の
よ
う
に
美
し
い

水
の
淀
み
。
荒
川
の
流
れ
が
造
形
し
た
奇
岩
と
水
の
煌
め

き
が
織
り
な
す
景
勝
地
で
、
お
食
事
ポ
イ
ン
ト
に
最
適
。

　

残
る
は
放
光
院
（
午
）、
浄
心
寺
、
正

し
ょ
う

樹じ
ゅ

院い
ん

（
未
・
申
）、

西さ
い

念ね
ん

寺じ

（
戌
・
亥
）。
こ
の
４
寺
院
は
市
街
地
に
密
集
し

て
い
ま
す
。
昭
和
の
香
り
が
残
る
寄
居
の
街
を
歩
く
の
も
、

ま
た
楽
し
い
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
の
ゴ
ー
ル
は
西
念
寺
で
す
。
最
寄
り
駅
は

玉
淀
で
す
が
、
寄
居
駅
南
口
へ
も
歩
い
て
５
分
ほ
ど
。
駅

前
に
は
観
光
案
内
所
が
あ
り
、
地
元
の
野
菜
や
特
産
品
を

販
売
し
て
い
る
の
で
、
お
土
産
に
買
っ
て
い
く
の
も
お
す

す
め
で
す
。
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

玉
淀
の
景
勝
で

ハ
イ
キ
ン
グ
の
疲
れ
を
癒
す

11
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寄居データファイル
〈寄居十二支守り本尊まいりハイキング〉・・
●開催日＝12月8日（土）　●受付＝寄
居駅北口（10：00 ～ 11：00の間受付・
順次スタート）　●コース＝右表の通り　●
全行程＝約10km　●御朱印の押印＝各
寺300円＊浄心寺は無住のため、御朱印
は善導寺にて押印　●ゴール＝14：30ま
で　●参加費＝無料　＊予約不要　＊広
がって歩かず左側通行でお願いします。　
＊雨天決行。荒天時中止　☎東武鉄道お
客さまセンター03-5962-0102（８：30 ～

19：00、年中無休、ただし年末年始を除く）
〈寄居農産物直売所〉・・●交通＝寄居駅
北口徒歩10分　●営業時間＝９：00 ～
17：00　●定休日＝水曜　☎048-581-
1896
〈寄居町観光協会観光案内所〉・・●交通
＝寄居駅南口徒歩１分　●営業時間＝８：
30 ～ 17：00　●定休日＝月曜（祝日の
場合は営業、翌日休み）　☎048-581-
3012

十二支 守り本尊 標準タイム
寄居駅 ↓
天正寺 丑寅 虚空蔵菩薩 25分
正龍寺 辰巳 普賢菩薩 25分
善導寺 子 千手観音菩薩 20分
少林寺 卯 文殊菩薩 20分
放光院 午 勢至菩薩 50分
浄心寺 酉 不動明王 ７分
正樹院 未申 大日如来 ５分
西念寺 戌亥 阿弥陀如来 ５分
寄居駅 ５分

ご紹介した東武健康ハイキングで、本誌をお配りします。詳細はP18をご覧ください。
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